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平成２９年度事業報告 
 
Ⅰ．平成２９年度の取り組み概要  

これまで培った、KICC 構成機関の広域連携体制の下で、開放試験研究機器等データ 
ベースの更新と活⽤を図るとともに、構成機関のコーディネータや企業の研究開発から 
販路拡⼤までを伴⾛して⽀援する成功報酬型コーディネータと連携して技術課題解決に 
対するソリューションを提供した。 

また、WEB 上で企業のニーズ（課題）とその解決に資するシーズとのマッチングや KICC
の PR 等の広報活動を⾏った。 

主な取組みは、以下のとおりである。 
 

１．構成機関のネットワーク構築 
２．開放試験研究機器等データベースの更新と活⽤促進 
３．地域企業の技術課題解決に資するワンストップサービスの推進 
４．成功報酬型コーディネータ制度の⽀援 
５．オープンイノベーション・ソリューション・サイトの活⽤ 
６．広報活動の実施 

 
Ⅱ．個別の取り組み  

１．構成機関のネットワークの構築  
（１）通常総会及び特別講演会の開催 

平成２９年度の通常総会を開催し、平成２８年度事業報告や平成２９年度事業計画
等に関して所要の審議を⾏った。また、通常総会終了後、特別講演会を⾏った。  

① 通常総会 
開催⽇：平成２９年７⽉２５⽇（⽕） 
場 所：ハイアット リージェンシー 福岡（福岡市） 

 
② 特別講演会 

＜特別講演＞ 
・テーマ：ロボット活⽤によるものづくりの進化と今後の展望 
・講 師：株式会社 安川電機 執⾏役員 ロボット事業部⻑ ⼩川 昌寛 ⽒ 

 ＜事例発表① 九州の産学官連携の取組み＞ 
  ・テーマ：産学官連携による⾼性能ギヤカップリングの開発 
  ・発表者：株式会社 九州ハセック 開発事業部 次⻑  平⽥  進 ⽒ 

＜事例発表② 広域的な取組み＞ 
  ・テーマ：航空機産業における多⼯程⼀貫受注体制構築に向けた取組みについて 
  ・発表者：株式会社 ウラノ 取締役 副社⻑  ⼩林 正樹 ⽒ 

（出席者：通常総会 ５０名、特別講演会 １０６名） 
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（２）構成機関の関係者とのネットワークの維持継続 
・本会議事業の推進と円滑な運営を図るため、１４⼈で構成する幹事会を 

開催し、平成２８年度事業報告及び平成２９年度事業計画(案)等を審議した。 
・３２件にのぼる会員機関の公募情報や取組みを紹介した。 
・なお、平成２９年度末の本会議構成機関は６３機関。 

   
２．開放試験研究機器等データベースの更新と活⽤促進  

・九州の６３の⼤学・⾼専、各県公設試、産業⽀援機関等が協⼒して整備した開放 
試験研究機器データベースの追加・更新を⾏うとともに、ホームページ等を通じ 
たＰＲ等を⾏った。 

・平成２９年度末の開放試験研究機器データベースの登録件数は１，７４７件。 
・なお、公設試のデータの更新等は、九州地⽅知事会（⼯業系公設試連携事務局） 

の協⼒を得て実施した。  
開放試験研究機器データベースの更新状況 

 

機 関 名 H2８年度末
登録件数

修正 
件数

削除 
件数

新規 
件数 

H2９年度末
登録件数

公
設
試 

福岡県 ２２５ ３５ １１ ８ ２２２
佐賀県 １７３ １０２ ５ １０ １７８
⻑崎県 １５０ １０５ ２ ７ １５５
熊本県 ２０３ １４ １６ ０ １８７
⼤分県 １５５ ６ ２ ２ １５５
宮崎県 １７１ ０ ０ ０ １７１

⿅児島県 １３０ １２３ ７ １ １２４
⼩ 計 １，２０７ ３８５ ４３ ２８ １，１９２

そ
の
他 

⼤ 学 ２８４ ９２ ２６ ６ ２６４
⾼ 専 ４４ ２８ ５ １１ ５０

⽀援機関 ２２１ ９７ ７ ２２ ２３６
産総研 ５ ５ ０ ０ ５

合  計 １，７６１ ６０７ ８１ ６７ １，７４７
 

具体的な開放試験研究機器の事例 
 

KICC 構成機関 開放試験研究機器 料  ⾦
福岡県⼯業技術センター 理化学機器：真空熱処理炉 １，８４０円／時
佐賀県⼯業技術センター 分析・計測機器：酒類分析システム １，１００円／時
⻑崎県窯業技術センター 情報機器：ＣＧワークステーションシステム １，８８０円／時
⼤分県産業科学技術センター ３Ｄプリンタ １，０６０円／時
宮崎県⾷品開発センター 分析・計測機器：電⼦味覚センサー ９０円／時
九州⼯業⼤学 イメージング機器：共焦点レーザー顕微鏡 ２，０００円／回
熊本⼤学 分析・計測機器：線光電⼦分光装置ＸＰＳ ３４，６６８円／回
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３．地域企業の技術課題解決に資するワンストップサービスの推進  
（１）ワンストップサービスの推進 

・技術相談について、(⼀財)九州産業技術センター（以下 KITEC と称す）及び国⽴ 
研究開発法⼈ 産業技術総合研究所九州センター（以下 AIST Kyushu と称す）の 
コーディネータ等によるワンストップサービスを実施した。  

 平成２９年度の技術相談件数：計３４ 件 
  

相談企業 
の分野 

・ナノテク・材料・製造分野：１５件   ・標準・計測分野：   ４件 
・環境・エネルギー分野：   ６件   ・情報・通信分野：   ３件  
・ライフサイエンス分野：   ５件  ・地質・海洋分野：   １件 

技術相談
と成果 

①⿅児島県のＴ社 
・完全防⽔型の USB Type-C コネクターの鍛造による製造法の相談 
・研究開発内容の検討・評価・助⾔を⾏い、サポイン事業に申請し、採択 

 
②福岡県のＫ社 

・美容・健康素材プラセンタの機能向上の相談（活性酸素を分解する酵素の 
活性化⽅法のための常温濃縮技術） 

・KITEC が⾏う「ブラッシュアップ研究会」で検討し、サポイン事業の提案 
に繋げた。 

（注）サポイン事業：経済産業省の戦略的基盤技術⾼度化⽀援事業で、サポーティング 
インダストリーを対象とした産学技術開発 
補助⾦（３年間、１億円の補助、補助率２／３） 

 
技術相談ワンストップサービスの仕組み 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
（２）構成機関との連携による技術相談等の実施 

① 九州・沖縄 産業技術オープンイノベーションデー事業 
・九州経済産業局と AIST Kyushu が主催、各県公設試共催で、構成機関の最新技術 

情報を提供する「九州・沖縄 産業技術オープンイノベーションデー」を開催した。 
・産総研 九州センター・公設試の研究シーズや公設試・産総研の合同成果発表会 

及び技術・知財等の無料相談会を開催し、６件の技術相談に対応した。 
 

 
 
企業 

 
 

外部機関
 

⾦ 融 
⼠ 業 
研究者 

成功報酬型コーディネータ 

KICC 事務局 
（コーディネータ） 
 

・連絡調整 
・⾯  談 
・解決策の検討 

KITEC ホームページ 
（技術相談コーナー） 

KICC 構成機関 

相談 

回答 

相談 
相談 

相談 

回答 

回答 連携 

連携 



4 
 

４．成功報酬型コーディネータ制度の⽀援   
（１）概要 

    ・KITEC では、中⼩企業の新製品・サービスやビジネスモデルの開発と事業化及び 
販路開拓や取引の拡⼤並びに技術開発や知財取得等を成功報酬型契約に基づき、伴 
⾛型で⽀援する「成功報酬型コーディネータ事業」を平成２７年度から実施して 
いる。 

・個々の企業に定期的に出向いて、研究開発（技術の発掘、技術開発、試作品開発）、 
事業化計画（ビジネスモデル検討、事業計画作成、資⾦調達）及び販路拡⼤（マー 
ケティング、マッチング）等のコーディネート活動を⾏った。 

・平成２９年度は、企業と成功報酬型コーディネータや KICC 会員との連携により、 
事業化の効率的な執⾏に努めた。 

    
（２）活動実績 

   ・２⼈の成功報酬型コーディネータが合計１７４件の研究開発、事業化計画の策定、 
販路拡⼤に関する⽀援を実施し、成功報酬型新規契約件数は３件に達した。 

 
成功報酬型契約の概要  

契約種別 ⽀ 援 事 業 ⽀ 援 内 容 成 功 報 酬 の 概 要

成功報酬型 
技術開発・事業化 

・試作品開発 
・資⾦調達 
・技術供与 等 

・開発費の５% 
・調達資⾦の５% 
・ロイヤリティーの５% 

新規事業・事業化 ・外部資⾦導⼊ 
・顧客開拓 

・獲得資⾦の５% 
・当該製品の売上げの５% 

有償⽀援型 試作品・事業化 ・デザイン、設計 ・10 万円／⽉のコーディネート料
 

５．オープンイノベーション・ソリューション・サイトの活⽤ 
・九州や九州域外の企業の技術課題（ニーズ）を発掘し、KITEC の WEB サイト 

（オープンイノベーション・ソリューション・サイト）で公開した上で、その 
課題を解決するソリューションを有する企業等とのマッチングを⽀援した。 

・なお、１６７件の新規登録や７２件のマッチングがあった。 
 

６．広報活動の実施 
・KICC の専⽤ホームページを通して、関連情報の提供、技術相談ワンストップ 

サービスの紹介、開放試験研究機器や研究者情報等の広報活動を実施するとと 
もに各種の機会を通して、KICC の活動の PR に努めた。 

 
Ⅲ．予算額 
   ・平成２９年度は、通常総会及び特別講演会の開催費⽤等として、５３５千円を 

⽀出した。 
                            以 上 


